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概  要 
This paper aims to discuss how the local government and local community 
improve the living conditions of rural residents in the era of market economy 
development and new rural policy in China. The discussion is based on research 
conducted at Shehong prefecture in Sichuan province in March and September 2006. 
The findings of our research are as follows: the number of projects subsided by 
national or local finance increased, but it is mandatory for rural applicants to cover 
operating cost. As project funds are collected directly from residents at each time, it 
has become more important for community leaders to be able to negotiate interests 
within a community and to motivate villagers to fund a project.  As a result, the 
leaders try to achieve their goals in diverse ways, for example, offering villagers more 
social occasions and reviving the tradition of “mutual aid etc”. Local governments also 
attempt to motivate residents, by helping them to adjust to market economy and 
increase their income. Moreover, as the local governments are losing power to mobilize 
people, the former try to use various communicating ways to encourage the latter’s 















めることになっている。また、2006 年からの第 11 次 5 ヵ年計画では、 「新農村建設」が、
計画の柱の一つとなり、 「生産発展、生活富裕、郷風文明（新農村建設に相応する思想や文
化、習慣の形成。治安も含む。 ） 、村容清潔（インフラ整備、環境整備） 、管理民主」の 20
字の実現を目指し、全国的な取り組みが始まっている。 
本稿では、こうした変化が農村部の生活環境の面にどのような影響をもたらしているの













走り 3 時間弱の距離にある。総面積は 1,476ｋ㎡で、20 鎮、10 郷からなる。人口は 100
万 3,000 人、うち農村人口が 65 万人である。2005 年の県の総労働力は 52 万 3,500 人、
うち農村労働力は 40 万人である２。 
経済面を見ると、2005 年の GDP は 76 億 3,000 万元、 うち第一次産業は 18 億 8,000 万
元（24.6％） 、第二次産業は 34 億 9,000 万元（45.7％） 、第三次産業は 22 億 6,000 万元
（29.6％）である。2006 年 12 月に公表された「中国西部県域経済基本競争力百強県」で
は 82 位となっている。四川省の丘陵地域では工業の盛んな地域（ 「工業強県」 ）としての
特徴をもち、県内には生産物の年間販売額が 500 万元以上の工業企業が 44 社ある。中で
も四川沱牌集団有限公司、四川美豊集団有限責任公司、四川華紡銀華有限責任公司、明珠

























  太和鎮は射洪県の県政府所在地である。人口は 22 万 6,000 人、うち農業戸籍の人口は








えた場合、 より一般性のあるのはこの 2 村であるとのことであった。 磨嘴村は、 人口 2,231
人、677 戸、14 村民小組からなり、2005 年の一人当たりの平均年収は 3,146 元である。
全村労働力 1,098 人中、県外への出稼ぎは 597 人、地元での農外産業従事は 287 人となっ
ている。なお王爺廟村では村の全体的な聞き取りはできず、事業導入農家と新村建設の現
場での若干の聞き取りができた程度である。 
  瞿河郷は、県城の太和鎮を囲む郷鎮の一つである。人口 24,509 人、うち農業戸籍の人口











  今回ヒアリングを行ったのは桅杆村である。同村は、人口 1,765 人、503 戸、一人当た






（１）基本的生活環境の整備   
  射洪県では、 03 年 4 月に開催された丘陵地区発展工作会議において既に、 丘陵地区モデ
ル県建設の取り組みとして、 「六通三化」 、 「八有」を打ち出していた。 
「六通」とは、道路、水道、電気、ガス、光ファイバー（光テレビ） 、電話の６つが「通」
じる＝普及面積が拡大することを意味する。そして、 「三化」とは、農業産業化、都市化、











































































  太和鎮では、鎮中心部から各村までの道路は、以前は一般に砂土路であったが、 「六通」
によりセメント道になった。そして村民小組間は、 「機耕道（農業用機械が通行できる簡易
な道路） 」が整備されていた。新農村建設では、この村民小組間の道をセメント道路にして
道路のレベルアップをはかることを目標としている。 毎年 15km の整備計画で、 06 年末に
は 2 つの村で小組間のセメント道路の整備が完了する予定であった。この道路整備には、







  なお、太和鎮の説明では、 「一事一議」は、水利、防除など村全体にかかわる事項で行わ
れるとのことであった。 手順は他地域と同様に、 村民委員会が提案し、 村民代表会で討議、
決定する。 「一事一議」の対象外とされる道路整備は、関係する村民小組内、または幾つか
の村民小組で合意形成して実施されるということであった。 



















では、05 年 3 月より開始された。初年次は、55 万 4,211 人が参加し、そして調査時の 06
年 9 月には、60 万 8,426 人が参加していた５。 
この医療保険の基金は、 本人負担分と各レベルの政府財政からの投入により形成される。
その構成は、年間一人当たりで見ると、本人は 10 元、中央財政からは 20 元、省財政より
8.5 元、市 1 元、県 5.5 元である。中央財政からは、個人負担の保険金及びそれに対する
省以下の各レベル政府の補助金が揃った人数分について支給される。世帯単位で加入し、
保険金は村で取りまとめられ、郷鎮の財政所、さらに県の財政局に渡り管理される。 

















































能人数は、常住の入居者は 64 人、ディサービスは 20 人である。現在の在籍者は、 「五保老






























同鎮磨嘴村の老齢協会は、97 年に設立され、会員は 389 名である（周辺の村からも入


















































整と農業産業化の推進を図っている６。06 年には、県内に 42 の龍頭企業が存在し、その
うち県が認定する重点龍頭企業は 31、その上の遂寧市が認定する重点龍頭企業は 19、省























学技術協会によれば、 県内には専業技術協会が 174、 専業合作社が 38 ほど存在する９。 2005




































































困扶助等）を得ながら県自身もこれまでに 500 万元を投入して、 「農民工培訓中心（トレ
ーニングセンター） 」を拠点に農民工へのトレーニングを実施してきた。具体的には、自動
車の運転技術、 家事・炊事・ホテルのサービス業務訓練 （ 「川妹子品牌 （ブランド） 」 養成） 、





なおこのプロジェクトの成果であるが、3 年間で 1 万 9,000 人が研修を受け、就業した
のは 1 万 6,000 人であった。平均月収は 833 元で、出稼ぎせずに兼業している農民よりも































年 8 月に党支部書記就任、77 年に病院長を務め（1 年 8 ヶ月） 、78 年後半からは郷鎮企業









































政策や農業技術について講演するといったことも行っている。①３.８婦女節（3 月 8 日の
国際婦人の日） 。500 元程度を用いて茶話会を開催し、 村内の婦人の団結をはかることを主
旨としている。 また 「良い嫁」 の選出も行っており、 これは嫁姑の関係を良くするように、
また老人の面倒を見るようにと教育する効果を狙っているものと見られる。②7 月 1 日共











































































１  以下本項の統計数字は 2006 年 3 月射洪県統計局でのヒアリングによる。なお射洪県で
の調査は、2006 年 3 月 23 日～25 日と 2006 年 9 月 18 日～22 日に行われた。以下、
県内状況に関するものはことわりのない限り 2006 年 9 月の聞き取り（農村工作委員会
弁公室、農業局、衛生局新型農村合作医療弁公室、県科学技術委員会）に基く。なお、
農村工作委員会は、 農業、 農村に関係する県の各部門を調整する職能をもつ部門である。  
２  四川省統計局・四川調査総隊編『四川統計年鑑 2006』 （中国統計出版社、2006 年） 。な
お同書によれば、2005 年末の県の総人口は 99 万 1,000 人、うち農業人口 79 万 2,000
人、非農業人口 19 万 9,000 人（いずれも戸籍人口）となっており、統計局の説明とは
数字が異なる。 
３  同上書。 
４  以下本稿において特に記載のない限り、太和鎮については、鎮長及び農業担当副鎮長か
らの聞き取りに基き、瞿河郷については、郷長及び同郷人民代表大会主席からの聞き取




た、 後述の専業技術協会や専業合作社の動向の中でその他の状況についても触れている。  
７  この企業は、射洪県の属する遂寧市にある。 
８  王爺廟村には 60 ムー余りの野菜生産基地が形成されている。これは村内の農家が野菜





１０  以下は、2006 年 3 月、射洪県棉花股份合作制専業技術協会理事長からの聞き取りによ
る。 
１１  瞿河郷では参加農家は 30％程度と見られている。 
１２  遂寧日報 2006 年 12 月 2 日付に掲載された記事より。 






『農村経済』2005 年第３期、13－15 ページ）が実態と課題をまとめている。 
１５  四川日報 2007 年１月５日「整合财政支农资金  助推新农村建设」 。 
１６  地域の互助の伝統については、県、郷鎮、村のどのレベルでもヒアリングの際に耳に
した事項である。 地域内に利害の不一致が生じた際に調整が容易になるのである。 また、
村内規範については農業局副局長が述べていた。なお同副局長は、本地域の互助のあり
方について「親幇親、隣幇隣」という言葉で表現した。 